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令和６年度第４回国立大学法人静岡大学経営協議会議事録 

 

日 時 令和６年９月２５日（水）１０時３０分～１１時２６分 

場 所 事務局５階大会議室 

出席者 岩崎、大石、大須賀、栗村、鈴木、野田( )、三輪の各委員 

日詰、塩尻、川田、森田、大場、川村、佐藤、鎌塚の各委員 

欠席者 赤塚、加藤、増井、本橋の各委員 

陪席者 青木( )、高倉、二又、近藤の各副学長、飯田、河島の各監事 

  

 

Ⅰ 前回議事録の承認 

令和６年度第２回国立大学法人静岡大学経営協議会議事録（案）及び令和６

年度第３回国立大学法人静岡大学経営協議会（メール審議）議事録（案）を原

案どおり承認した。 

 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 静岡大学の将来構想について                 

議長から、静岡大学の将来構想について、資料１－１により、令和６年６月

２７日～令和６年９月２５日までの会議等の開催状況、資料１－２により、第

５７回静岡大学・浜松医科大学連携協議会（令和６年７月２５日）について報

告があった。 

 

（委員から出された主な意見等） 

  岩崎委員：熟慮された結果の学内委員への説明について、学内の反応を教えて

いただきたい。 

  議長：学長選考の争点となっているので、細かくやりとりすることはしなかっ

た。今後の学長選考の過程の中で教職員の判断が示されていくものと受け止

めている。 

  大石委員：石井前学長が学外で記者会見を行ったことについて、学長に意見書

を出す、あるいは議論をしている経営協議会に意見を述べる、ということで

あれば理解できる。経営協議会で議論している中、一方的な会見である。 

 

２ 人事院勧告に関する本学教職員給与への対応について  

佐藤委員から、人事院勧告に関する本学教職員給与への対応について、資料

２により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

３ 非常勤職員の時間給改定に係る関係規程等の一部改正について 

佐藤委員から、非常勤職員の時間給改定に係る関係規程等の一部改正につい

て、資料３により提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

（委員から出された主な意見等） 

  岩崎委員：相当のコストアップとなるが、来年度の予算について、国からの交

付金増額の見通しがあるか。 
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  佐藤委員：国としての賃上げの方針や国立大学の財政状況逼迫に伴う国立大学

協会からの声明などを背景に、文部科学省としても何かしらの対応を考えて

いるとは聞いている。給与に関しては優秀な人材確保のためにも重要であ

り、優先すべき事項であると考えている。 

  岩崎委員：政府も経済対策の柱として賃金上昇を掲げているので、大学でもし

っかりと反映していただきたい。 

 

４ 国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況等に関する報告書（令和

６年度）について 

佐藤委員から、国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況等に関す

る報告書（令和６年度）について、資料４により提案があり、審議の結果、原

案どおり承認した。 

 

 

Ⅲ 報告事項 

１ 令和７年度概算要求について 

  佐藤委員から、令和７年度概算要求について、資料５により報告があった。 

 

（委員から出された主な意見等） 

  鈴木委員：Ｓ評価は全額配分されると思うが、Ａ評価やＢ評価についても、あ

る程度比率によって補助があるのか。 

  佐藤委員：0か 100かとなるので、採択するかしないか、のいずれかとなる。Ｓ

評価の事業であってもすべて採択されるわけではない。事業の採択にあたっ

ては、まずはＳ評価をとることが大前提となるが、その上で、予算の状況に

合わせて採択されるかが決まる。 

  鈴木委員：採択される基準は大学には明確に伝わっているのか。 

  佐藤委員：外部評価をもとに文部科学省が評価をしている。昨今予算が厳しい

ため、既存施設の有効活用なども評価基準の一つとなっており、そういった

手法もあわせて検討していく必要があると考えている。 

 

２ 令和５事業年度財務諸表の承認について 

森田委員から、令和５事業年度財務諸表の承認について、資料６により報告

があった。 

 

 

Ⅳ その他 

１ 静岡大学関連記事 

議長から、静岡大学に関連する新聞記事について、参考資料として紹介があ

った。 

 

以上 


